
 「全国地域づくり人財塾」＠自治大学校の開催について 

開催日時・会場 平成２５年８月１日（木） ～２日（金）  自治大学校（東京都立川市） 

参 加 者 数 １２６名 （自治体職員１１１名、ＮＰＯ等参加者１５名） 

研修を振り返って 

研 修 概 要 
「人材力活性化プログラム」等を基本テキストとし、人材力活性化研究会の構成員等が 

講師となり研修を実施 

対象→自治大学校「新時代・地域経営コース」受講生及び地域づくりに取り組むＮＰＯ関係者等 

【受講生の声】 

（研修全般） 

 ・NPOの活動を通じた多主体協働、他主体連携の具体的事例がヒントになった。 

 ・地域づくりにおけるコミュニケーションの重要性を学ぶことができました。今後に生かしてい 

 きます。   

 ・ワールドカフェは良い経験でした。初めてでしたし。今後どこかで実践したいです。 

 ・理論と表現方法の両立てでグループワークを進める楽しさを改めて認識しました。ワールド 

 カフェは大変良いスタイルだと思います。 

 ・全国の公務員と具体的課題を検討することで刺激を受けた。 

 ・地域づくりのみでなく、横のつながりは今後の職場でも生かせるネットワーク。今以上に大事 

 にしていきたい。 

 ・講師との直接対話は時間が少し足りなかったように思う。（同旨多数） 

 ・通常は3日間のコースということなので、できれば3日間で実施して頂ければ理解もさらに深 

 まり、講師の方々とももっと様々な話ができたのではと思う。 

（今後の研修について） 

 ・現場で体験型の研修にぜひ参加してみたい。 

 ・より実践的な現実の課題に沿った問題解決を目指すようなグループワークの場を設けられる 

 と面白いのではないかと思う。                                                         

資料１ 



 「全国地域づくり人財塾」＠全国市町村国際文化研修所の開催について 

開催日時・会場 平成２５年９月２５日（水） ～２７日（金）  全国市町村国際文化研修所（滋賀県大津市） 

参 加 者 数 ５１名 （自治体職員４２名、ＮＰＯ等参加者９名） 

研修を振り返って 

研 修 概 要 「人材力活性化プログラム」等を基本テキストとし、人材力活性化研究会の構成員等が 

講師となり研修を実施 

対象→市区町村等職員及び地域づくりに取り組むＮＰＯ関係者等 

【受講生の声】 

（研修全般） 

 ・人材育成の重要性、再確認しました。 

 ・研修の前と後ではかなり考えが変わりました。大変刺激を受けました。 

 ・女性の視点の重要性を実感しました。人と人とをつなげる役割を担っていきたい。 

 ・人と人とのつながり、ネットワークを大事にしなければならないと思った。 

 ・コミュニケーションについて気づきの多い時間だった。いかに日頃何も意識せずに話して 

 いるかを知る事ができた。 

 ・研修内容を活かし、地域に飛び出す公務員になります。 

 ・人財塾のOBの方のお話を聞くことができて良かったです。実践されている3人の方のお話 

 は励みになりました。 

 ・講師にもっと中山間地、過疎地での地域づくりの方を増やしてはいかがでしょうか。 

 ・講師との直接対話の時間（一人当たり）を増やしてほしい。 

（今後の研修について）  

 ・受講生が地域で取組んでいる事例をプレゼンしたりしてはどうかと思う。それをお互いにア 

 ドバイスし合えるようなワークショップがあるといい。 

 ・小グループでのフィールドワークはどうか。実際に地域に入って、そこをどう構築（改善？） 

 していくか、講師と共に周り考えプランを立ててみてはどうか。                                                                                         

写真 

パネルディスカッショ
ン写真 



 「全国地域づくり人財塾」＠全国市町村国際文化研修所 カリキュラム 

課外 １時限（９：２５～１０：３５） ２時限（１０：５０～１２：００） ３時限（１３：００～１４：１０） ４時限（１４：２５～１５：３５） ５時限（１５：５０～１７：００） 課外

9
月

2
5
日

（
水

）

受付（１１：００～）
昼食（１１：３０～）
開講・オリエンテーション（１２：４５～）

【講義１：導入・ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ】
（１）大槻室長
　「人材力の活性化について」
（１３：００～１３：１５）

（２）富永講師
「都市郊外での地域活動と人材とは」
（１３：１５～１３：５０）

（３）アイスブレイク
（１３：５５～１４：１０）
自己紹介と研修で学びたいことの表明
※４～５名のグループをつくりグループ内
で１人３分程度で実施。

【講義２：実践事例】
「ICTを活かして、“つながる
“地域づくりを。」

松原　講師

【講義３：実践事例】
「『一人一品』から広がるま
ちづくり-地域を耕し、種を
まき、手間をかけ育てる地
域デザイン- 」

ＮＰＯ法人
吉備野工房ちみち理事長
加藤　せい子　講師

【グループ・トーク】
本日の振り返り
■進め方
３～４名のグループで「気づいたこ
と、学んだこと」「実践に活かした
いこと」について意見交換を行う

【懇親会】18:00～

9
月

2
7
日

（
金

）

【グループ・トー
ク】

【講義６＋演習】
「人を巻き込む話し方・聴き
方～ワンランク上の話し上
手、聴き上手になろう～」

森ゼミ主宰
森吉弘　講師

【パネルディスカッション】

進行：大槻室長
パネラー：阿部　知彦 氏
　　　　　　相田　隆行 氏
　　　　　　遠藤　直人 氏
（「地域づくり人育成講座」既受講
者）

【成果発表と振り返り】
行動宣言（G発表＋代表者全体共有）
■進め方
①個人ワーク
＊受講生全員が３日間の研修での体験を
踏まえて、「自分が現場で取り組むべき具
体的な行動」をまとめる
②クラス共有　３～４名程度
③講師コメント

9
月

2
6
日

（
木

）

 【分科会④：実践事例の成功要因を分析する（テーマ未定）】
「地域に飛び出す公務員になろう・地域に飛び出す公務員を活用しよう」
前神　講師　等

【グループ・トーク】
本日の振り返り
■進め方
３～４名のグループで「気づいたこ
と、学んだこと」「実践に活かした
いこと」について意見交換を行う

【講師との直接対話】
■進め方
夕食後、少人数制（１０名程度が
理想）とし、参加者からの質問に
講師が応える形式で対話を行う。
参加者の人数によっては、時間を
分ける。

富永講師
（豊重講師）
小澤講師
上田講師
前神講師
大槻室長

 【分科会①：実践事例の成功要因を分析する（都市の地域づくり）】
「『都市郊外での絆づくり』に学ぶ地域協働の設計図作成方法を学ぶ」
富永　講師

 【分科会②：実践事例の成功要因を分析する（農村地域の地域づくり）】
「『やねだん』に学ぶ地域経営」
豊重　講師

 【分科会③：実践事例の成功要因を分析する（テーマ未定）】
「地域“共育”の時代へ―知と人財の“入会地（コモンズ）”をつくる」
滋賀県立大学研究員　上田洋平講師

【講義５：実践事例】
「我がまちを守る！消防団～現状と
課題～」

小澤　講師

【講義４：実践事例】
「地域再生～行政に頼らな
い感動の地域づくり～」

豊重　講師

【グループ・トー
ク】

課外 １時限（９：２５～１０：３５） ２時限（１０：５０～１２：００） ３時限（１３：００～１４：１０） ４時限（１４：２５～１５：３５） ５時限（１５：５０～１７：００） 課外

9
月

2
5
日

（
水

）

受付（１１：００～）
昼食（１１：３０～）
開講・オリエンテーション（１２：４５～）

【講義１：導入・ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ】
（１）大槻室長
　「人材力の活性化について」
（１３：００～１３：１５）

（２）富永講師
「都市郊外での地域活動と人材とは」
（１３：１５～１４：１０）

【講義２：実践事例】
「ICTを活かして、“つながる
“地域づくりを。」

松原　講師

【講義３：実践事例】
「『一人一品』から広がるま
ちづくり-地域を耕し、種を
まき、手間をかけ育てる地
域デザイン- 」

ＮＰＯ法人
吉備野工房ちみち理事長
加藤　せい子　講師

【グループ・トーク】
本日の振り返り
■進め方
３～４名のグループで「気づいたこ
と、学んだこと」「実践に活かした
いこと」について意見交換を行う

9
月

2
7
日

（
金

）

【グループ・トー
ク】

【講義６＋演習】
「人を巻き込む話し方・聴き
方～ワンランク上の話し上
手、聴き上手になろう～」

森ゼミ主宰
森吉弘　講師

【パネルディスカッション】

進行：大槻室長
パネラー：阿部　知彦 講師
　　　　　　相田　隆行 講師
　　　　　　遠藤　直人 講師
（「地域づくり人育成講座」既受講
者）

【成果発表と振り返り】
行動宣言（G発表＋代表者全体共有）
■進め方
①個人ワーク
＊受講生全員が３日間の研修での体験を
踏まえて、「自分が現場で取り組むべき具
体的な行動」をまとめる
②クラス共有　３～４名程度
③講師コメント

9
月

2
6
日

（
木

）

 【分科会④：実践事例の成功要因を分析する（テーマ未定）】
「地域に飛び出す公務員になろう・地域に飛び出す公務員を活用しよう」
前神　講師
中西　大輔　講師
井上　俊　講師

【グループ・トーク】
本日の振り返り
■進め方
３～４名のグループで「気づいたこ
と、学んだこと」「実践に活かした
いこと」について意見交換を行う

【講師との直接対話】
■進め方
夕食後、少人数制（１０名程度が
理想）とし、参加者からの質問に
講師が応える形式で対話を行う。
参加者の人数によっては、時間を
分ける。

富永講師
豊重講師
小澤講師
上田講師
前神講師
大槻室長

 【分科会①：実践事例の成功要因を分析する（都市の地域づくり）】
「『都市郊外での絆づくり』に学ぶ地域協働の設計図作成方法を学ぶ」
富永　講師

 【分科会②：実践事例の成功要因を分析する（農村地域の地域づくり）】
「『やねだん』に学ぶ地域経営」
豊重　講師

 【分科会③：実践事例の成功要因を分析する（テーマ未定）】
「地域“共育”の時代へ―知と人財の“入会地（コモンズ）”をつくる」
滋賀県立大学研究員　上田洋平講師

【講義５：実践事例】
「我がまちを守る！消防団～現状と
課題～」

小澤　講師

【講義４：実践事例】
「地域再生～行政に頼らな
い感動の地域づくり～」

豊重　講師

【グループ・トー
ク】



 「全国地域づくり人財塾」＠市町村アカデミーの開催について 

開催日時・会場 平成２５年１０月３０日（水） ～１１月１日（金）  市町村アカデミー（千葉県千葉市） 

参 加 者 数 ９１名 （自治体職員８５名、ＮＰＯ等参加者６名） 

研修を振り返って 

研 修 概 要 「人材力活性化プログラム」等を基本テキストとし、人材力活性化研究会の構成員等が 

講師となり研修を実施 

対象→市区町村等職員及び地域づくりに取り組むＮＰＯ関係者等 

【受講生の声】 

（研修全般） 

 ・知恵を集めることの大切さ、住民が主役の問題解決へのコーディネーターの重要性を学 

 びました。 

 ・少人数で対話したことによってより深く気持ちが伝ってきて内容というよりも気持ちのモチ 

 ベーションの高まりにつながった。 

 ・県と市町村の役割や、どのように地域で生かしていけばよいのか話を聞けて良かった。 

 ・自らが動く、感動が人を動かす、感謝の人脈は必ずつながるとお話しされていたこと 

 が、とても心に響きました。私もそういう人間になれるように一生懸命になります。  

 ・どの先生方もとても素晴らしい手法、愛情を持っていて、人と人とのつながりの大切さを 

 知ることが出来ました。 

 ・もう少し１コマの時間が長い方が良い。 

 ・直接対話について、もう少し人数を減らして行った方が1人1人の意見が出ると思います。 

（今後の研修について） 

 ・都市部における地域おこしや人づくりの課題について学び語れる機会があると有難いです。 

 ・フィールドワークもあると、より身に付くと思うので、活動参加型のワークがあると良いと思 

 います。 

 ・地域と外部を結ぶためのコーディネートについて（の研修）。                                                   

資料１ 



 「全国地域づくり人財塾」＠市町村アカデミー カリキュラム 
課外 １時限（９：２５～１０：３５） ２時限（１０：５０～１２：００） ３時限（１３：００～１４：１０） ４時限（１４：２５～１５：３５） ５時限（１５：５０～１７：００） 課外

1
0
月

3
0
日

（
水

）

受付（１１：００～）
昼食（１１：３０～）
開講・オリエンテーション（１２：４５～）

【講義１：導入・実践事例】
（１）大槻室長
　「人材力の活性化について」
（13：00～13：15）

（２）富永講師
「都市郊外での地域活動と人材と
は」
（13：15～14：10）

【講義２：実践事例】
「地域課題解決のためのヒ
ント」

ＮＨＫ制作局
生活・食料番組部
チーフディレクター
黒川 敬　講師

【講義３：実践事例】
「次世代人材育成とイノ
ベーション創出のエコシス
テムを地域に生み出すため
に」

宮城　講師

【グループ・トーク】
本日の振り返り
■進め方
３～４名のグループで「気づいたこ
と、学んだこと」「実践に活かした
いこと」について意見交換を行う

1
1
月

1
日

（
金

）

【グループ・トー
ク】

【講義６】
「地域再生～行政に頼らな
い感動の地域づくり～」

豊重　講師

【パネルディスカッション】

進行：　大槻室長

パネラー：　後藤 好邦　氏
　　　　　　　増本 佐千子　氏
　　　　　　　深田 友樹英　氏
（「地域づくり人育成講座」既受講
者）

【成果発表と振り返り】
行動宣言（G発表＋代表者全体共有）
■進め方
①個人ワーク）
＊受講生全員が３日間の研修での体験を
踏まえて、「自分が現場で取り組むべき具
体的な行動」をまとめる
②クラス共有　３～４名程度
③講師コメント

1
0
月

3
1
日

（
木

）

【講義４】
「『能力を磨く』という人材育
成の考え方」

玉沖　講師

【講義５：実践事例】
「地域づくりの新しい風」
人づくり・拠点づくり・住民総参加の
オンリーワンづくり

人間牧場主宰
若松 進一　講師

 【分科会①：実践事例の成功要因を分析する（都市の地域づくり）】
「『都市郊外での絆づくり』地域協働の設計図作成方法と人材育成を学ぶ」
富永　講師

【グループ・トーク】
本日の振り返り
■進め方
３～４名のグループで「気づいたこ
と、学んだこと」「実践に活かした
いこと」について意見交換を行う

【講師との直接対話】
19:00～20:30
■進め方
夕食後、少人数制（１０名程度が
理想）とし、参加者からの質問に
講師が応える形式で対話を行う。

富永　講師
豊重　講師
玉沖　講師
前神　講師
武居　講師
山口　講師
大槻　室長

 【分科会②：実践事例の成功要因を分析する（農村地域の地域づくり）】
「『やねだん』に学ぶ地域経営」
豊重　講師

 【分科会③：実践事例の成功要因を分析する（人材育成の設計・手法）】
「『能力を磨く』という人材育成の考え方」
玉沖　講師

 【分科会④：実践事例の成功要因を分析する（住民と地域担当職員の連携）】
「まちづくり学校双海人（ふたみんちゅ）に見る協働の仕組み」
前神　講師
冨田 敏　講師

【グループ・トー
ク】


